
 
 

(仮称)ノソウケ峠風力発電事業に係る環境影響評価手続状況 

 

事業の名称 (仮称)ノソウケ峠風力発電事業 

適用区分 法第１種 

事業の種類 風力発電(陸上) 

事業の規模 出力 45,000kW  

事業の実施区域（予定地） 軽米町、洋野町、青森県八戸市、青森県階上町 

事業者の名称 ＥＮＥＯＳリニューアブル・エナジー株式会社 

環境影響評価手続者 同上 

配慮書 

提出 平成 27 年８月 24 日付け 

縦覧期間 平成 27 年８月 24 日～平成 27年９月 24日 

住民等の意見書の提出期間 平成 27 年８月 24 日～平成 27年９月 24日 

技術審査会の審査 平成 27 年 10 月８日 

知事意見の送付 平成 27 年 11 月 17 日 

方法書 

提出 令和７年４月３日付け 

縦覧期間 令和７年４月４日～令和７年５月９日 

住民等の意見書の提出期間 令和７年４月４日～令和７年５月 22 日 

説明会 
令和７年４月 18 日及び 19 日（洋野町）、19 日（軽米

町）、19 日（青森県八戸市）、20 日（青森県階上町） 

意見の概要書の提出 令和７年６月 13 日 意見：77件（16 通） 

技術審査会の審査 令和７年７月 17 日 

知事意見の送付 
令和７年 月 日 

(送付期限：令和７年９月 11日) 
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 「（仮称）ノソウケ峠風力発電事業環境影響評価方法書」 

に対する軽米町長意見 

 

① 農業振興地域の整備に関する法律及び農地法 

  本事業により設置される施設等の設置場所が、農業振興地域の整備に関する法律

及び、農地法に基づく手続きが必要な土地である場合は、適切な手続きを行うこと。

また、近隣に農地、農業用施設、農作物がある場合、土砂の流出等の被害が及ばな

いよう防除対策を徹底すること。また、その後の維持管理についても管理徹底を図

ること。 

 

② 森林法 

  森林法に基づく手続きが必要な土地である場合は、適切な手続きを行うこと。 

 

③ 牧野法 

  対象事業実施区域内にある町営鶴飼牧野について、放牧への影響が生じないよう

事業を実施すること。 
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「（仮称）ノソウケ峠風力発電事業環境影響評価方法書」 

に対する洋野町長意見 

 

【事業計画について】  

当町では令和６年度に「洋野町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定し

ており、2050 温室効果ガス排出量実質ゼロを目指し、町民・事業者・行政の行動指標

等を掲げております。再生可能エネルギーの普及拡大も重要な施策のひとつとなって

おりますので、自然環境等への影響を考慮しながら事業の推進を図られるようお願い

します。  

【騒音・低周波音・風車の影について】  

近隣の住民、生態系への影響等を十分に考慮し、調査手法や予測等について常に最

新の情報収集に努め、事業の推進を図られるようお願いします。  

【水質について】  

水源地の調査、また上流側の調査地点を設けることを考慮し、大雨の際はその都度

変化はないか調査等を行っていただくようお願いします。  

【動物について】  

動物の中でも飛翔する鳥類、コウモリ類によるバードストライク、バットストライ

クの影響の予測を確実に行い、特に希少猛禽類等の保護に努められるようお願いしま

す。  

【生態系について】  

風力発電設備の設置にあたり、改変面積の縮小が認められるものの評価や予測等を

十分に行い、影響の低減に努められるようお願いします。  

【景観について】  

自然環境の中での風車の見え方については、合理的で偏りのない指標を用いて予測

評価を行う予定であるものと認識しており、提言のあった事項に留意して事業の推進

を図られるようお願いします。  

【人と自然との触れ合いの活動の場について】  

現地調査により、自然との活動の場の利用状況を把握し、事業の推進を図られるよ

うお願いします。 
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№ 区分 委員名 図書頁 質問・意見 事業者回答

1
事業実
施区域

齊藤会長 3-122(144)

　東側の発電機設置想定区域が保全区分「B」にかかっている。事業実施区域
内に複数の設置想定区域を設けており、総合的判断で設置位置を決定しよう
という意図はわかるが、保全区分「B」のエリアを選定しなければならない理
由を説明いただきたい。

事業性確保のためにはある程度の基数を確保する必要があり、現時点では最大9
基を見込んでいます。
今後の環境調査や今後の設計進捗の結果、保全区分B以外の範囲だけで事業が成
り立たなくなる可能性があるため、現時点では保全区分Bの範囲も入れさせてい
ただきました。
なお、保全区分Bの区域はメッシュ単位で設定されておりますが、「岩手県自然
環境保全指針」で掲げられている保全目標及び保全方向を考慮したうえで、適
切に調査を行ってメッシュ内における環境の実態を把握し、自然環境の保全に
配慮した計画とするよう努めてまいります。

2
事業実
施区域

前田委員 3-122(144)

　発電機は最大9基の計画ですが、設置想定区域は約23基建設可能な広さがあ
ると思われます。峠の東側にある約7基分の設置想定区域は、岩手県自然環境
保全指針のB区分に該当しますので、ここを設置区域から外すことを検討して
下さい。

隣接する風車の間隔は基本的に3D(D=風車ブレードの回転半径)以上離す必要が
あるため、20基を超える風車が建設可能な範囲とは考えておりませんが、頂い
たご意見や今後の調査・予測の結果や設計、関係機関との協議を踏まえて事業
範囲の絞り込みを行うなど、適切な事業計画となるよう検討いたします。
なお、保全区分Bの区域はメッシュ単位で設定されておりますが、「岩手県自然
環境保全指針」で掲げられている保全目標及び保全方向を考慮したうえで、適
切に調査を行ってメッシュ内における環境の実態を把握し、自然環境の保全に
配慮した計画とするよう努めてまいります。

2
再
質
問

〃 〃 〃

　3D=210メートルですので、仮に250メートル間隔としても約23基が建設可能
と思われます。実際は何基可能と考えているのか、峠の東側と西側に分けて
回答下さい。

現時点での計画では峠の西側に7基、東側に2基としておりますが、今後の現地
調査および予測結果や、各種許認可の協議を踏まえて確定させてまいります。

3
事業実
施区域

伊藤歩委員
3-127(149)
3-128(150)
3-131(153)

　対象事業実施区域や風力発電機設置想定区域が水源涵養保安林の区域と重
なっているようです。そのような配置は避けることを検討していただければ
と思います。

保安林は可能な限り回避する方針で検討しますが、使用させていただくことを
検討する場合は、土地の改変量を可能な限り抑制すること等により自然環境へ
の影響を回避又は極力低減できるよう検討し、関係機関との協議や周辺住民と
の意見交換を密に行います。

4
事業実
施区域

髙橋専門調
査員

3-127(149)
3-128(150)
3-131(153)

　本事業の実施区域は保安林が含まれている。保安林での事業実施は回避す
べきである。

保安林は可能な限り回避する方針で検討しますが、使用させていただくことを
検討する場合は、土地の改変量を可能な限り抑制すること等により自然環境へ
の影響を回避又は極力低減できるよう検討し、関係機関との協議や周辺住民と
の意見交換を密に行います。

5
事業実
施区域

齊藤会長 7-30(360)

　久慈平岳北側に「土砂流出危険区域」を対象事業から除外した旨の円いエ
リアが示されているが、そのエリア内に発電機設置想定区域が含まれてい
る。理由を説明いただきたい。

久慈平岳北側における、対象事業実施区域から除外した範囲の円を、必要以上
に広く示しておりました。実際に除外した範囲は「別添資料（委員質問
No.5）」に示すとおりであり、対象事業実施区域は含んでおりません。

6
事業実
施区域

髙橋専門調
査員

3-138(160)

　本事業の実施区域は青森県指定の保全地域が含まれている。保全地域での
事業実施は極力回避すべきである。

「青森県自然・地域と再生可能エネルギーとの共生条例（仮称）案の骨子につ
いて」（2024年、青森県）では、保全地域は「自然環境、景観、歴史・文化等
を良好な状態で未来に継承するために保全する地域」と定義されており、ま
た、知事が認めた場合、共生区域 （自然環境・地域との共生を図りながら、再
エネの導入を促進する区域）に指定される場合もあるとされております。その
ため、事業実施が一律に規制される地域ではないとの認識です。
将来的に「青森県自然・地域と再生可能エネルギーとの共生に関する条例」が
施行された中で、保全地域での事業実施が可能かどうかは、今後青森県と協議
しつつ検討し、環境や地域に配慮した計画とするよう努めてまいります。

ノソウケ峠風力発電事業環境影響評価方法書に対する委員等事前質問・意見 資料№１-４
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№ 区分 委員名 図書頁 質問・意見 事業者回答

7 騒音 永幡委員

6-20～6-22
(258～260)
6-29(267)
6-31(268)

　工事用資材等の搬出入に係る騒音，振動の調査地点について，p.269の地図
をみる限り，大まかには提案通りでよいと思われる。しかし，これらの地点
は，山がちな地域にあるように見え，そのような場合，例えば，アクセルを
より踏み込む必要がある地点で騒音影響は大きくなる可能性が高いと考えら
れる。実際に調査，予測するにあたっては，それぞれの測定地点周辺の地形
や道路状況をよく確認し，自動車走行音が最大となると考えられる地点で，
調査，予測，評価を行うこと。その際，それぞれの地点を選んだ根拠を明記
すること。

実際の調査にあたっては、借地の制約もある中での対応にはなりますが、測定
前に現地踏査を行い、測定地点周辺の地形や道路状況を踏まえ、自動車走行音
の影響が最も大きくなると想定される地点を検討のうえ、調査地点を選定いた
します。また、準備書で調査地点の選定理由を明記いたします。

8 騒音 永幡委員
6-25～6-28
(263～266)
6-33(271)

　施設の稼働に係る騒音の調査地点について，WN-3以外については，地図を
みる限り，概ね各集落で最も風力発電機設置位置に近い住宅を意識して選ん
でいるように見えるが，WN-3については，集落の中で最も影響を受ける地点
ではないように見える。
　また，地図上の「大沢」と明朝体で書いてある地点に１軒だけある住宅
（以下，「大沢」）は，WN-3,7の測定点より明らかに設置想定区域に近い位
置の住宅であるように見えるが，ここは無視されている。WN-3をこの位置に
した理由，及び，「大沢」を無視した理由について，明確な説明をしていた
だきたい。

WN-3は、集落における対象事業実施区域に近い住宅から、設置スペースが確保
でき、土地所有者に了解を得られた場所を選定しております。施設の稼働に係
る騒音については、予測地点周辺も含めた形で、面的に予測を行うことを想定
しておりますが、対象事業実施区域により近い場所に予測地点を設定すること
も検討いたします。
また、対象事業実施区域の北東側を代表する調査地点は、当初「大沢」を第一
候補としておりましたが、調査地点としての使用を断られたため、現状のEN-
3・WN-3及びEN-7・WN-7を選定しております（「別添資料（委員質問No.8）」参
照）。なお、EN-3・WN-3及びEN-7・WN-7の選定経緯については、住民個人の事
情が含まれるため、方法書への掲載は控えております。
「大沢」への騒音の影響については、地理的に近接しているWN-7の調査結果を
評価の参考といたします。

9 騒音 永幡委員 6-28(266)

　稼働騒音の評価方法について，今の時点においては，ご提案の方針は，現
状の科学的知見を正当に取り込んだものとして，正当であると考えている。
ただし，今後，新たな科学的な知見が出てきた場合には，それらを十分に考
慮していただきたい。
　また，国内で稼働している4,000kW級の風力発電機において，発電機から
1km程度の住居で騒音被害が出て，対策が必要となっている事例が出ているよ
うである。それらの動向も注視し，住民の健康影響が出ない計画を立案して
いただきたい。

施設の稼働に係る騒音について、最新の科学的知見の動向に注視しつつ、住民
の健康影響を考慮した事業計画を検討いたします。

10 騒音
伊藤絹子

委員
7-4(334)

【計画段階環境配慮書に対する軽米町長からの意見】
　事業想定区域から2km以内に居住建物があることから、騒音、低周波対策を
十分に検討してほしいという意見がだされています。事業区域を2km以上離す
方向で検討する予定でしょうか。

風力発電機の配置計画検討にあたっては、岩手県のガイドライン・住宅周辺の
地形・土地利用等を踏まえ、住宅から概ね1km以上離すことを想定しておりま
す。
ただし、対象事業実施区域から約2.0kmの居住建物を対象に、風力発電施設の稼
働に係る騒音及び超低周波音の調査、予測及び評価を実施したうえで、必要に
応じて環境保全措置を実施し、影響の回避、低減に努めます。

11 水環境 伊藤歩委員 3-79(101)

　対象事業実施区域の周辺には水道水源がいくつかあり、特に大沢浄水場の
水源は表流水のようですが、取水地点を示していただけないでしょうか。ま
た、水源となる河川の上流部への濁水の流入が懸念されます。濁水の流入を
防ぐためのより具体的な対策案を示していただきたい。
　また、灌漑利用があれば、その取水場所も示してください。

大沢浄水場を含めた周囲の水道水源の取水点及び灌漑利用の取水点の場所につ
いては、自治体へのヒアリング等により、確認を行ってまいります。
本事業の濁水の流入を防ぐ対策としては、概ね風力発電機のヤードごとに沈砂
池を、集水面積が大規模な場合は必要に応じて調整池を設けることで、濁水流
出の回避又は低減を図ってまいります。

12 水環境
髙橋専門調

査員
3-17～3-19
(39～41)

　本事業の実施区域は松舘川の源流部に当たるが、松館川の下流部（青森県
八戸市）には新井田川漁業協同組合サケマス孵化場があり、サケ稚魚の大規
模な放流が実施されている。本事業による水質汚濁の可能性が考えられるた
め、新井田川漁業協同組合サケマス孵化場をはじめとする新井田川水系の漁
業関係者の理解を得る必要がある。

新井田川漁業協同組合には、2025年4月に事業の説明に伺っており、サケマス孵
化場の取水源に影響が出ないよう配慮して貰いたいとの意見を頂いておりま
す。新井田川漁業協同組合を含む、対象事業実施区域周辺の漁業関係者とは、
今後も対話を継続しながら理解を得たうえで、水源や漁場に悪影響を及ぼさな
いよう事業を検討してまいります。
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№ 区分 委員名 図書頁 質問・意見 事業者回答

13
土地の
安定性

大河原委員 3-127(149)

　「地すべり防止区域」、「急傾斜地崩壊危険区域」について対象事業実施
区域及びその周囲には存在しないとあります。国立研究開発法人 防災科学技
術研究所のJ-SHISには、対象事業実施区域内に複数の地すべり地形が表示さ
れておりまして、斜面防災上、危険個所の抽出について、さらなる精度向上
を図ることが必要と考えます。調査方法や精度向上に向けた取り組みについ
て、具体的な手法、お考えがあれば伺いたい。

防災上の危険個所に関する資料は改めて精査し、現地の状況も確認のうえ、防
災面で問題のない事業計画とするよう努めてまいります。

14
動物
(昆虫
類)

櫻井委員
6-59(297)
6-69(307)

　高茎草地の調査地点が１カ所となっているが、離れた位置にある高茎草地
にも調査地点を設けてもらいたい。重要な種が確認されている場所なので慎
重に調査をしてほしい。

風力発電機設置想定区域の大部分は「落葉広葉樹林」または「針葉樹林等」で
あり、「高茎草地」が占める割合は小さいため、調査地点は1箇所としておりま
す。なお、ご指摘を踏まえ、高茎草地に生息している可能性のある重要種には
十分留意のうえ調査を実施いたします。

15
動物

(鳥類)
髙橋専門調

査員
6-65(303)

　東部の風車設置想定区域に渡り鳥調査地点を追加すること 対象事業実施区域東部の風力発電機設置想定区域のうち、久慈平岳北西側の尾
根部については、2023年11月より先行実施している希少猛禽類調査の中でも現
地の確認を行っておりますが、尾根全体が樹林に覆われており、十分な視野を
確保できる場所がなかったため、渡り鳥調査地点を設定しておりません。な
お、対象事業実施区域東部の上空を確認する定点として、MP03を設定しており
ます。

16
動植

物、生
態系

前田委員
6-49～6-81
(287～319)

　動植物および生態系に関する調査を前倒しで実施していますか。実施して
いる場合は、その内容と結果も示して下さい。

希少猛禽類については、2023年11月より調査を実施しております。2024年10月
まで（第一営巣期及び非営巣期）の調査内容及び調査結果の概要は「別添資料
（委員質問No.16）」に示すとおりです。なお、2024年11月以降の第二営巣期調
査は現在実施中となります。

17 景観 鈴木委員
6-83(321)
6-84(322)

　VP-09 おおのキャンパスには「ひろのまきば天文台」があり、「日本一の
星空」を誇っている。風力発電施設が建設されると、夜間に航空障害灯が点
滅することになるので、これが天文台の活動にどのような影響を及ぼすかに
ついて検討が必要である。フォトモンタージュを作成する際には、ひろのま
きば天文台を視点場として、夜間の航空障害灯点灯時の見え方を合わせて作
成し、影響を予測していただきたい。（風力発電施設と天文台の間には久慈
平岳があるため、おそらく影響は小さいと考えられるが。）

ご想定のとおり、おおのキャンパスについて、対象事業実施区域と天文台の間
には久慈平岳があるほか、対象事業実施区域との距離も約10kmと離れているた
め、影響は小さいと考えられます。なお、ご指摘も踏まえ、夜間の景観に対す
る影響予測については、夜間におけるフォトモンタージュ作成の技術的な面も
含め、検討いたします。
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№ 区分 委員名 図書頁 質問・意見 事業者回答

18 景観 鈴木委員 7-15 (345)

【計画段階環境配慮書に対する青森県知事意見（下から２つ目、星空観察・
光害）】
　青森県知事意見に「階上岳と久慈平岳の間は光害が少ないことから、星空
観察に訪れる人が多い」とある。上記と同様に、主要な星空観察ポイントを
視点場とし、夜間の照明点灯時のフォトモンタージュを作成していただきた
い。大和の丘森林公園については、久慈平岳に展望がさえぎられているた
め、おそらく影響は小さいと考えられるが、他の星空観察ポイントについて
も検討していただきたい。

ご想定のとおり、大和の丘森林公園について、久慈平岳に展望がさえぎられて
いるため、影響は小さいと考えられます。なお、ご指摘も踏まえ、星空観察を
する利用者が想定される場所における、夜間の人と自然との触れ合いの活動の
場に対する影響予測については、夜間におけるフォトモンタージュ作成の技術
的な面も含め、検討いたします。

19 景観 平井委員
6-84～6-87
(322～327)

　方法書では、風車の立地地点を明確に示せない状況であるのかと思います
が、定まった時点で、以下の地点からの眺望予測についてフォトモンター
ジュを示してもらえたらと思います。
＊軽米町上館第48地割7-1（附柳宅）番地
＊軽米町上館第48地割7-99番地
＊洋野町第68地割150-2番地
＊軽米町上館第46地割21番地

ご提案いただいた地点（近隣住宅）からの景観の予測については、現地を確認
のうえ検討いたします。

20 景観
髙橋専門調

査員
2-17(19)
2-19(21)

　本事業の実施区域は三陸復興国立公園の階上岳に隣接しており、国立公園
の景観を大きく損ねる可能性が高い。国立公園を支持する国民は多く、周辺
住民や岩手県・青森県の県民を含めて理解を慎重に得る必要がある。

階上岳からの景観に対する影響については、環境省にヒアリングを行っている
状況ですが、今後も関係行政機関等と協議を行い、周辺住民や岩手県・青森県
の理解を得るよう努めてまいります。

21 人触れ 永幡委員
6-88～6-92
(326～330)

　表6.3-24に挙げられた各地点において，それぞれの地点での活動に必要な
静穏性が確保できるかの評価をすること。特に，久慈平岳キャンプ場は風力
発電機設置位置の近傍にあり，睡眠影響が発生しないか考慮すべきである。
その際，テントは，一般家屋程の遮音性能は有さないことを十分に考慮して
いただきたい。

ご指摘を踏まえて、人と自然との触れ合いの活動の場について、各地点での活
動に必要な静穏性が確保できるか評価を行います。
また、久慈平岳を代表する地点において、キャンプ場の利用が多い時期（夏季
の夜間）に、騒音調査を実施することを検討いたします。

22
累積的
影響

伊藤絹子
委員

6-12(250)
6-15(253)
7-12(342)

　本事業実施予定区域周辺には非常に規模の大きい風力発電事業の計画があ
り、累積的影響が懸念されています。累積的影響の可能性を検討するため
に、動物、生態系、景観を評価項目として選ばれていますが、具体的にどの
ような算出方法を想定しているのでしょうか。

動物及び生態系については、他事業における鳥類の推定衝突個体数の情報が得
られた場合、本事業での推定衝突個体数と合算することで、累積的影響の予測
を行うことを想定しております。
景観については、他事業における風力発電機位置の情報が得られた場合は、本
事業で想定している風力発電機と合わせてフォトモンタージュを作成すること
で、累積的影響の予測を行うことを想定しております。
なお、他事業における情報が得られない場合は、累積的影響の定量的な予測は
難しいと考えられますので、定性的な予測を検討いたします。

23 その他 伊藤歩委員 3-85(107)

　「3.2.6 下水道の整備状況」において、下水道人口普及率だけで無く、他
の施設を含めた汚水処理人口普及率も示してください。

下水道以外の施設も含めた汚水処理人口普及状況は、「別添資料（委員質問
No.23）」に示すとおりです。ご指摘を踏まえて、準備書においては、下水道以
外の施設も含めた汚水処理人口普及状況を掲載いたします。
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№ 区分 委員名 図書頁 質問・意見 事業者回答

1 水環境
県民くらし
の安全課

3-78～79
(100～101)
6-39～43

(277～281)

　事業対象区域の周囲には、簡易水道事業の水源（表流水、深井戸）が存在
するため、造成工事等による水質汚濁が生じないよう、方法書に示す方法に
より水環境への影響を適正に予測・評価のうえ、当該工事が水道施設に支障
をきたさないよう十分に配慮いただきたいこと。

水環境への影響について、方法書に示す方法で適切に予測・評価のうえ、水道
施設に支障をきたさないよう十分配慮した事業計画を検討いたします。

2 動植物 自然保護課 3-122(144)

【岩手県自然環境保全指針】
　事業予定地には、岩手県自然環境保全指針で定める保全区分B、C及びDが含
まれています。
　事業実施にあっては、十分な調査、予測及び評価を行うとともに、同指針
で掲げる保全目標及び保全方向を考慮の上、自然環境の保全に配慮した計画
とするよう努めてください。

「岩手県自然環境保全指針」で掲げられている保全目標及び保全方向を考慮の
うえ、適切に調査を行って環境の実態を把握し、自然環境の保全に配慮した計
画とするよう努めてまいります。

3 動植物
二戸保健福
祉環境セン
ター

-
　いわてレッドデータブックに記載されている希少野生動植物への影響に十
分配慮すること。

希少野生動植物を含め、動植物について十分に調査、予測及び評価を行い、事
業による影響を十分考慮のうえ環境保全措置を検討いたします。

4 森林 森林保全課 -

　対象事業実施区域は、その大部分が森林法に基づく森林区域であり且つ、
保安林に指定されている。
 森林区域（民有林）において1.0haを超える開発行為及び保安林内での立木
の伐採や土地の形質変更等を行う場合には、それぞれ許可等を受ける必要が
あることから、森林法の基準に適合した各種防災施設の設置や環境への配慮
等をした事業計画とすること。
 なお、保安林については、指定の趣旨から森林以外への転用は抑制すべき
ものであることから、施設整備等を計画する際は保安林を除外するよう検討
すること。やむを得ず保安林内での事業計画となる場合には、必要最小限と
なるよう配慮すること。
 また、対象事業実施区域に近接し「山地災害危険地区調査要領」（平成28
年7月林野庁）に基づく山地災害危険地区（崩壊土砂流出危険地区）が存在し
ていることから、山地災害危険地区内での開発行為とならないよう留意する
こと。

森林区域及び保安林の開発を行う場合は、適切に許可手続きを行ったうえで、
森林法の基準に適合した各種防災施設を設置し、環境に十分配慮した事業計画
とするよう努めてまいります。
なお、保安林は可能な限り回避する方針で検討しますが、使用させていただく
ことを検討する場合は、土地の改変量を可能な限り抑制すること等により自然
環境への影響を回避又は極力低減できるよう検討し、関係機関との協議や周辺
住民との意見交換を密に行います。
また、山地災害危険地区内での開発行為とならないよう、十分留意してまいり
ます。

5 遺跡
生涯学習文

化財課
-

　大型資材及び工事用資材等の搬出入ルートとなっている八戸大野線上には
大道口遺跡（IF65-2176）及び沢尻向遺跡（IF75-0273）、軽米種市線沿いに
は館森遺跡（IF65-2225）が所在します。資材等の搬出入時は影響が無いよう
配慮してください。

資材等の搬出入時は、工事関係車両の適正走行を工事関係者に徹底するほか、
適正な土砂積載量及び走行速度を維持するなど、搬出入ルート沿いに存在する
遺跡に影響が及ばないよう努めてまいります。

6 廃棄物
二戸保健福
祉環境セン
ター

-

　建設工事に伴い生じる産業廃棄物を資材として利用しようとする場合は、
廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき適切に処理等して、建設資材と
しての規格に適合させた後に、適切に利用すること。
　なお、工事に伴い排出される産業廃棄物のうち、木くず（伐採木 に限
る。）は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第２条第２項に規
定する建設資材廃棄物に該当しないことに留意すること。

建設工事により生じる産業廃棄物は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関
する法律」（平成12年法律第104号）に基づき建設資材の再資源化等に努めます
が、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和45年法律第137号）に基づき
適切に処理したうえで、建設資材としての規格に適合させた後に、適切に利用
いたします。
また、伐採木については建設資材廃棄物に該当しないことに留意し、適切に処
理を行います。

7
累積的
影響

環境保全課
6-12～6-14
(250～252)
7-12(342)

　建設機械の稼働及び施設の稼働について、他事業者が計画している風力発
電事業と一定の距離があるため、累積的影響が想定されない旨説明がある
が、対象事業実施区域東及び北東側の地域は、他事業者の計画区域との間に
位置することから、累積的な環境影響が懸念される場合は、調査、予測及び
評価を実施すること。

累積的影響に係る環境影響評価項目として選定していない項目についても、今
後本事業及び周辺で計画中の風力発電事業の工事計画が具体化する中で、累積
的影響の可能性が生じた場合は、調査、予測及び評価を実施いたします。
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8
土地の
安定性

砂防災害課 -

　事業実施区域が洋野町及び軽米町に跨っていることから、事業実施の検討
にあたっては、当該区域を管理している県北広域振興局土木部及び県北広域
振興局土木部二戸土木センター双方に砂防指定地、急傾斜地崩壊危険区域、
地すべり防止区域の有無を確認してください。
　砂防指定地、急傾斜地崩壊危険区域、地すべり防止区域は、区域内の制限
行為について、知事の許可が必要となります。
　この他、土砂災害特別警戒区域内の場合は、一定の開発行為の制限及び居
室を有する建築物の構造の規制があります。

9 動物
生涯学習文

化財課
-

　国特別天然記念物である「カモシカ」が生息しており、事故等に十分注意
するなど配慮が必要です。なお、死骸を発見した際は地元の教育委員会に連
絡してください。

10 動物
生涯学習文

化財課
-

　事業実施想定区域内に天然記念物「イヌワシ」の生息地は確認されていま
せんが、飛来が確認される場合には、速やかに地元教育委員会に連絡し、対
応を協議してください。

11 景観 都市計画課 P3-63（85）～66（88）

　当該地は、岩手県景観計画（平成22年10月15日制定、平成23年４月１日施
行）による一般地域の自然景観地区及び農山漁村景観地区に指定されてお
り、同計画で定める景観形成基準への適合に努めることが必要です。
　また、景観法第16条第１項に基づく届出対象行為に係る事務及び権限は、
洋野町については県北広域振興局長（県北広域振興局土木部）、軽米町につ
いては県北広域振興局長（県北広域振興局土木部二戸土木センター）にあり
ます。届出対象行為に該当する場合は、県北広域振興局土木部及び二戸土木
センターに届出が必要です。
　なお、景観への影響、景観資源及び眺望点については、対象事業実施区域
及び近隣市町村である下記市町村に確認願います。
・岩手県洋野町、軽米町、青森県八戸市、階上町

12 遺跡
生涯学習文

化財課
-

　本県の事業実施想定区域内には指定文化財及び周知の埋蔵文化財包蔵地は
所在しておりませんが、近隣にノソウケ金山跡（IF66-0156）や鶴飼遺跡
（IF65-1278）が分布しています。また、事業地が広大であり、未発見の埋蔵
文化財包蔵地が所在している可能性があることから、事前に軽米町及び洋野
町教育委員会と協議をしてください。

13 その他 都市計画課 -

　当該地は、都市計画区域外であるため、主として建築物の建築又は特定工
作物の建設を目的として１ha以上の土地の区画形質の変更を行う場合には、
工事着手前に都市計画法第29条第２項の開発行為の許可を受ける必要があり
ます。
　当該地に係る開発許可に関する権限は、岩手県知事にあります。開発行為
についての疑義等がある場合には、岩手県都市計画課、軽米町地域整備課、
洋野町建設課に照会願います。

14 その他 都市計画課 -

　当該地は、工事着手前に宅地造成及び特定盛土等規制法（通称：盛土規制
法）に基づく手続きが必要な場合が必要があります。
　（なお、盛土規制法に基づく規制区域の指定は、令和７年５月23日に指定
する予定であり、当該指定後に盛土規制法に基づく規制の対象となりま
す。）
　当該地に係る相談等は申請区域を管轄する振興局へお願いします。

1-50



№ 区分 委員名 図書頁 質問・意見 事業者回答

15 その他 農業振興課 -

　問合せ先は次のとおりですので、必要な手続き、受付期間及び許可までに
要する期間など、問い合わせ先に必ず事前に相談していただくようにお願い
します。
１ 農用地区域内の農用地等で事業を行う場合：農用地区域の変更（農用地区
域からの除外）手続き（問い合わせ先：市町村の農政担当課）
※ なお、農用地区域は、おおむね10 年以上にわたり農業上の利用を確保す
べき土地であることから、位置選定に当たっては代替地がないか十分検討い
ただくようお願いします。
 ２ 農用地区域内において開発行為を行う場合：農振法第15 条の２に基づく
開発許可の手続き（問い合わせ先：市町村の農政担当課）
 ３ 農地を転用する場合：農地法第５条に基づく農地転用許可の手続き（問
い合わせ先：市町村の農業委員会）
※ 農地を一時的に資材置場などとして利用する場合も知事の許可が必要です
ので注意してください。

16 その他
県北広域振
興局保健福
祉環境部

-

　表記に以下のとおり誤記がある。
①方法書【p.3-141(163) 表3.2-56の見出し】、要約書【p.35 ３行目】
（誤）岩手県環境総合計画→（正）岩手県環境基本計画
②方法書【p.3-141(163) (4)(a)(ｲ)見出し及び１～２行目】、 要約書
【p35(4)(a)(ｲ)見出し及び１～２行目】
【見出し】
（誤）岩手県自然環境保全基本方針→（正）岩手県自然環境保全指針
【１～２行目】
（誤）「岩手県県自然環境保全指針」→（正）「岩手県自然環境保全指針」

　特定猟具使用禁止区域（No.岩-7：洋野町山谷）の指定期限に誤記がある。
方法書【p3-117(139)表3.2-46中の№岩-7】
（誤）2024年10月31日→（正）2034年10月31日

17 その他 森林整備課 -

　事業区域内には、森林法第５条に基づく地域森林計画対象森林が含まれて
いることから、対象森林の伐採等の行為を行う場合は、「伐採及び伐採後の
造林の届出」関係及び森林経営計画制度に基づく手続が必要である。
(1)　地域森林計画対象森林であり森林経営計画がたてられていない森林にお
いては、伐採を開始する90日から30日までの間に「伐採及び伐採後の造林の
届出」を市町村に提出しなければならない。(森林法第10条の８)
　なお、森林法第10条の２に基づき、林地開発の許可を受けた場合は、「伐
採及び伐採後の造林の届出」の提出は不要である。
(2)　森林経営計画の対象森林において森林所有者等が自ら森林の経営を行わ
なくなった場合は、対象森林から除外する手続が必要である。(森林法第12
条)
(3)　森林経営計画の対象森林において計画に基づく伐採をする場合は、伐採
後30日以内に「森林経営計画に係る森林の伐採等の届出」を提出しなければ
ならない。(森林法第15条)

18 その他 建築住宅課 -

　風力発電設備（船舶安全法（昭和8年法律第11号）第2条第1項の規定の適用
を受けるもの又は電気事業法第2条第1項第十八号に規定する電気工 作物であ
るものに限る。）は建築基準法に基づく建築確認申請が不要です。

19 その他
二戸保健福
祉環境セン
ター

-

　土壌汚染対策法第４条第１項の規定に基づき、3,000㎡以上の土地の形質を
変更しようとする場合は、当該土地の形質の変更に着手する日の30日前まで
に届出をすること。
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20 その他
二戸保健福
祉環境セン
ター

-

　環境影響評価のための調査目的で、鳥獣の捕獲をしようとする場合は、鳥
獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第９条第１項の規定に基
づき予め許可を受けること。

21 その他
二戸保健福
祉環境セン
ター

-

　建設工事に伴い生じる産業廃棄物を排出した事業場の外において自ら保管
（保管の用に供される場所の面積が300㎡以上の場所で行うものに限る）しよ
うとする場合は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律法第12条第３項前段の
規定に基づき予め届出すること。
　なお、積替えに係る産業廃棄物の保管は平均搬出量の７日分以内が上限と
規定されていることに留意すること。
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別添資料（委員質問 No.5） 
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図 7.2-6 対象事業実施区域の 

検討結果 

 

 

搬入路としての利用及び土地の改変が生
じる可能性のある既存林道を対象事業実
施区域として追加した。 

土砂流出危険区域を対象事業実施区域
から除外した。 

岩手県の「陸上風力発電事業に係る環境影響ガイ
ドライン」を踏まえて対象事業実施区域を大幅に
見直したうえで、事業性確保の観点から、青森県
八戸市及び三戸郡階上町を含む範囲を対象事業事
業実施区域として設定した。 

「姫ヶ森地区」の周辺は、多くがレッドゾーン
である「住居から 1km以内の区域」に該当した
ため、対象事業実施区域を大幅に見直した。 
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